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The ministry of education in New Zealand renewed the national curriculum of 
secondary schools in 2010. The purpose of this paper was to illustrate gaps between 
the intended curriculum and the implemented curriculum, focusing on Japanese 
language classrooms. As a result of analyses on related documents, teaching notes and 
emails with local teachers, some gaps were identified and difficulties of local teachers 







ていたThe New Zealand Curriculum Framework（Ministry of Education, 1993, 以下『旧
カリキュラム』とする）に代わるものとして、The New Zealand Curriculum（Ministry of 






















 『旧カリキュラム』では、大枠として、七つの学習領域とレベル 1からレベル 8 という学習の 8段
階が提示された。七つの学習領域は「言語（Language and Languages ） 」、「数学
（Mathematics）」、「科学（Science）」、「技術（Technology）」、「社会科学（Social Science）」、
「芸術（the Art）」、「保健体育（Health and Physical Wellbeing）」である（日本語訳は高橋, 
2013 に準ずる）1。それぞれの領域の各レベルで何を学習し、何ができるようになるのかが、『旧
カリキュラム』には記述されている。 
 日本語教育は、学習領域の一つである「言語」のカリキュラム内で実施された。さらに 1998 年
には言語ごとのカリキュラムが作られ、1999年から施行された。日本語についても Japanese in 
the New Zealand Curriculum（Ministry of Education, 1998a, 国際交流基金訳『ニュージ
ーランド日本語カリキュラム』）及び別冊の Japanese in the New Zealand Curriculum 
Support Material（Ministry of Education, 1998b, 国際交流基金訳『ニュージーランド日本














 ・ 日本人の家族生活について知識を深める。 











         疑問詞（どの／だれ／どれ／どなた） 
 例文：おにいさんがいる？ あにがひとりいる。 
 学習活動例：自分の家系図を作り、クラスメートや日本人のものと比較する。 
 評価活動例：家族の写真やその他の絵について、書かれた、または話された描写を 
       理解し、クラスメートとそれについて情報を交換する 
『ニュージーランド日本語カリキュラム』（Ministry of Education, 1998a） 
 
 以上が『ニュージーランド日本語カリキュラム』の内容である。『ニュージーランド日本語カリキュ




年から、後期中等教育にあたる 11 年生から 13 年生の生徒に対して、国家資格認定制度
（National Certification of Education Achievement、以下NCEA）が始まった。国家資格に
はレベル 1からレベル 3があり、11年生はレベル 1を、12年生はレベル 2を、13年生はレベル
3 の国家資格取得を目指す。それを得るためには規定の単位数を獲得する必要があり、単位は
それぞれの NCEA 試験の合格者に与えられる3。NCEA 試験の結果は「not achieved / 









内部試験 Speaking（1分から 3分程度のスピーチ一つ）3単位 
     Conversation（生徒同士トピックに沿った 1～3分程度の会話一つ）3単位 
     Writing（400～1200時程度のトピックに沿った作文一つ）3単位 
外部試験 Listening（CDを聞いて解答）6単位 
     Reading（文章を読んで解答）6単位 




















生徒の積極的な参加を促進するため」と説明されている（Ministry of Education, 2007, p. 4, 
日本語訳は著者）。ここから、近年多文化化が進むニュージーランドで、第二言語学習が多文化
社会への参加に役立つと考えられていることが分かる。学習領域の分化により、第二言語の授業
は、「全ての学校が 7年生から 10年生にその学習の機会を提供すべきもの」となった（Ministry 
of Education, 2007, p. 44）。 
 続いて日本語教育に関わる変更点を、詳細に見ていくこととする。その変更点を紹介する研究
はいくつかあるが、ここでは政策の意図を見るため、教育省運営の Te Kete Ipurangi（マオリ語、









7．内部試験のWrite と Interactをポートフォリオとする 
8．全ての言語は物事を見る能力、提示する能力、実行する能力を伸ばすと考える 











日本語教育実践研究第 3 号 2016 pp.78-89 
82 
 






最後に、変更点 2に記されているレベル 7 とレベル 8の到達目標統一については、同ウェブ















Communicative Language Teaching（異文化間コミュニケーション言語教授法、以下 iCLT）





























内部試験 Speak, Present（1～3分程度のスピーチ一つ）4単位 
     Interact（生徒同士トピックに沿った 1～3分程度の会話三～五つ）5単位 
     Write（400～1200時程度のトピックに沿った作文三～五つ）5単位 
 外部試験 Listen and Respond（CDを聞いて解答）5単位 









































派遣期間は2012 年1 月から2013 年12 月までの2 年間であり、都市はオークランドだった。
2 年間で計6 校に勤務したが、その内4 校は週に1 時間から5 時間のみの勤務だったため、担
当教師と十分に話し合う時間を取ることはできなかった。以下では2012 年度に週5 日勤務した
A 校と、2013 年度に2 週間に1 週間という頻度で勤務したB 校に焦点を絞り、『新カリキュラム』
の実施状況を見ていくこととする。表1 に2 校の概要を示す。情報は著者が勤務した年度のもの
であり、教師名は仮名である。 






















































































































せるのに 2週間はかかるということだった。特にB校は週に 2回から 3回しか授業がないこと、さ
















始めるつもりはないとのことだった。一方で B 校では、一つに 2 週間から 3 週間かけながら、
Interactの試験を実施していた。ジャックはその理由を、以下のように回答している。 
 





 実際この年の外部試験で、View and Respondに合格した者はB校にいなかった。しかしその
ような生徒も内部試験で単位を取得することができており、ジャックは自分の生徒の状況をよく理































Support Material: Part 1』の日本語訳は、国際交流基金の翻訳を参考にした。 
3 レベル 1の単位を 60以上獲得した者にレベル 1、レベル 2の単位を 60以上含む 80以上
の単位を獲得した者にレベル 2、レベル 3の単位を 60以上含む 80以上の単位を獲得し
た者にレベル 3の国家資格が付与される。 
4一般用語と区別するため、試験の名称を英語で表記することとする。 
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